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要 旨  

回転体のアンバランス量の測定において，従来の動的運動による実機試験に頼らず，理論式を算出し静的に 3 点の重量を

測定することにより，ファンブレードの質量誤差の位置範囲を表す方法を考案した．実際の製品で試行したところ，ある程度の

精度でバランス不良の原因となる質量位置を測定することが可能であった． 

 

1. 緒言 

ファンブレードとは，車両用エンジンを冷却するラジエータ

ーの中にある冷却ファンのことである．車両用のファンブレー

ドを製作しているメーカーでは，これを成形する際，ファンの

アンバランス量が規定値に入らない不具合を生じる場合があ

る．しかし，その原因を特定することは困難を伴う．従来バラ

ンステストは，動的な運動を起こし，その振動によりアンバラ

ンス量を測定する方法をとっている．しかし，この方法では不

良を発生させる微少な重量の２次元的な位置までは測定す

ることができない． 

今回は，不具合原因の１つと考えられる質量のばらつきを

静的な方法で測定する方法を検討した． 

 

2. ２次元での測定方法 

２次元では直交するｘ,ｙ軸をとり，そこに質量ｍをのせたと

き，ｍの大きさと位置を特定出来るかどうか検討・実験を行っ

た．論理式を下に記す． 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒａ，Ｒｂは重力方向に平行かつＡ-Ｂは重力方向に垂直で

あるものとする．力ｍｇをＡ-Ｂ線上に移動させると力はｍｇと

偶力に分解される． 

 

 

 

①，②より 

 

 

 

 

 

となり，⊿Ra と⊿Rb，L，が測定できれば位置と質量 La，Lb，

m を算出することができる．x 軸と同様に y 軸についても同様

である．これは 3 次元でも同様に考えることができる．簡単な

試行実験を行ったところ，結果は良好であった． 

 

3. 3 点測定方法 

前項２の方法では２次元の位置を見つける場合 x 軸，y 軸

方向の２回測定しなければならなかったが，一度に適当な 3

点で測定することで質量位置を特定できる．これにより測定

時間の短縮が図れると考えられる．以下にこの計算法を記

す．Fig.2 において C-D 線は，A-B 線の中点を通るとする．

A-B 線上にある Rc は C 点の偶力である． 

 

 

 

 

 

 

 
Fig.1 アンバランス質量 2 次元測定方法 
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Fig.2 アンバランス質量 3 点測定方法 
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これらの式より、

以上より⊿Ra と⊿Rb、⊿Rc、L, L’の測定を行うことでアン

バランス質量とその位置を特定できる． 

 

4. ファンブレードでの確認実験 

実際のファンブレードに質量のわかっているおもりをあら

かじめ決められた位置に乗せ，その位置と質量が算出できる

かの確認実験を行った．測定器は，精度 0.1ｇのものを使用

した．0.4ｇの重りを用いた位置の結果を Fig.3，１ｇの重りを用

いた位置の結果を Fig.4 に示す．また算出した質量は，1ｇの

重りでは誤差 0.06ｇ，0.4ｇの重りでは誤差 0.14ｇであった． 

赤い三角形がおもりを乗せた位置であり，黄色い円は実

験結果として計算値で得た位置である．この円の大きさは，

誤差の範囲を示している．当然重りの重さが大きいほうが精

度は上がっている．以上によりアンバランス質量の位置は，こ

の方法である程度の精度が出せると判断される． 

 

5. 実際の不良品ファンブレードでの実験 

良品を含めた９つのファンブレードを使用して実験を行っ

た．この実験ではまず良品の質量を測定し，その値とそれぞ

れのファンブレードとの質量の差をアンバランス質量 m とし

た．この実験によって得られたアンバランス質量の位置を

Fig.5 に示す．Fig.5 より右下の羽の付け根部分とファンの中

心付近にバランス不良が集中していることが観察される． 

 

6. 結言 

今回，動特性に頼らず静的な理論式を算出し 3 点の重量

を測定することにより，ファンブレードの質量誤差の位置範囲

を表す方法を考案した． 

実際に 1.0(g)，0.4(g)の重りをファンブレードに質量誤差と

してとりつけた実験では質量，位置ともに正確な値を算出す

ることができた． 

実際の不合格品で実験を行ったところファンブレードの中

心付近と羽のある一定の場所付近に良品との質量誤差が集

中していることが分かった．今回の結果は，ファンブレードの

バランス不良問題を解決する糸口になるのではないかと思

われる． 

 

 

Fig.3 0.4g 重り位置確認実験結果 

 

Fig.4 1.0g 重り位置確認実験結果 

 

Fig.5 不良品アンバランス質量位置実験結果 
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